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熊
本
地
震
か
ら
、
２
年

８
カ
月
。
復
旧
も
大
き
く

進
ん
で
い
る
。
し
か
し
、

村
道
や
牧
野
道
は
、
い
ま

だ
手
つ
か
ず
の
箇
所
も
多

い
。
災
害
認
定
を
受
け
て

い
な
い
と
こ
ろ
も
多
く
、

今
後
の
復
旧
に
不
安
を
感

じ
て
い
る
。
復
旧
が
進
ま

な
い
こ
と
に
よ
り
、
野
焼

き
の
中
止
や
、
あ
か
牛
の

放
牧
、
観
光
面
に
も
影
響

が
出
て
い
る
。
時
間
の
経

過
と
と
も
に
、
被
害
状
況

は
大
き
く
悪
化
し
て
い

る
。
世
界
文
化
遺
産
登
録

へ
の
活
動
も
展
開
さ
れ
て

い
る
中
、
迅
速
な
対
応
が

必
要
で
は
な
い
か
。
今
後

の
復
旧
計
画
は
。

村
長震

災
後
、
国
の
災
害
査

定
に
よ
り
２
６
０
カ
所
45

億
円
の
復
旧
事
業
が
決
定

さ
れ
、
執
行
さ
れ
て
い

る
。
国
の
査
定
に
該
当
し

な
い
箇
所
は
、
村
単
独
で

の
復
旧
に
取
り
組
ん
で
お

り
、
今
年
度
と
来
年
度
の

２
カ
年
で
目
途
を
つ
け
た

い
。
農
地
等
災
害
復
旧
事

業
の
採
択
に
は
、

肥
培
管
理
や
放
牧

等
の
条
件
が
あ

り
、
未
査
定
の
箇

所
も
あ
る
。

世
界
文
化
遺
産

登
録
で
も
、
草
原

の
維
持
は
重
要
な

要
件
で
あ
り
、
原

野
の
火
入
れ
や
放

牧
は
必
要
だ
。
指

摘
の
通
り
住
民
の
意
識
の

低
下
や
被
災
箇
所
の
被
害

拡
大
を
考
え
、
村
単
独
で

農
政
課
、
建
設
課
で
来
年

度
、
災
害
復
旧
事
業
に
着

手
す
る
。
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主
に
村
東
部
の
道
路
の

件
だ
が
、
区
長
等
の
要
望

で
災
害
認
定
を
受
け
て
い

る
と
思
っ
て
い
た
が
、
原

野
ま
で
は
間
に
合
わ
な

か
っ
た
と
い
う
事
だ
っ

た
。
今
後
着
手
す
る
と
い

う
事
だ
が
、
具
体
的
な
計

画
が
あ
る
の
か
。

建
設
課
長

災
害
時
の
対
応
は
、
幹

線
道
路
や
集
落
内
の
復
旧

を
優
先
し
て
い
る
。
遅
れ

て
い
る
農
地
や
原
野
に
点

在
す
る
村
道
等
は
、
今
後

着
工
す
る
。
来
年
度
は
、

倶
利
伽
羅
谷
の
村
道
を
復

旧
す
る
。
他
の
牧
野
道
等

は
、
農
政
課
と
調
整
し
て

い
る
。
今
後
、
災
害
へ
の

対
応
等
を
検
証
し
、
関
係

課
と
の
協
議
に
よ
り
、
認

定
村
道
の
見
直
し
を
行
う

こ
と
が
重
要
だ
。

農
政
課
長

倶
利
伽
羅
谷
西
農
道

は
、
早
急
な
対
応
を
考
え

て
い
る
。
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近
年
、
豪
雨
や
大
型
台

風
に
よ
る
河
川
の
氾
濫
等

で
、
九
州
を
は
じ
め
、
広

島
や
岡
山
と
多
く
の
地
域

が
大
き
な
被
害
を
受

け
、
多
数
の
死
傷
者
が

出
て
い
る
。

今
や
温
暖
化
に
よ
る

異
常
気
象
は
、
常
識
を

は
る
か
に
超
え
て
い

る
。
本
村
で
も
地
震
に

よ
り
、
原
野
や
山
林
は

大
き
く
崩
落
し
て
お

り
、
今
後
台
風
や
豪
雨

に
よ
る
土
石
流
や
河
川

の
氾
濫
等
で
、
大
き
な

被
害
が
起
こ
る
可
能
性
が

あ
る
。
災
害
が
発
生
し
た

後
で
な
い
と
対
応
で
き
な

い
と
聞
く
が
、
現
場
の
状

況
を
把
握
し
、
計
画
的
に

＊浚
渫
、
河
川
改
修
を
行
う

こ
と
で
、
被
害
を
防
げ
る

の
で
は
な
い
か
。
立
野
ダ

ム
の
建
設
に
よ
り
、
下
流

域
の
災
害
は
防
げ
る
こ
と

に
な
る
が
、
本
村
で
災
害

が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。

地
元
の
要
望
等
精
査
し
、

災
害
に
強
い
村
づ
く
り
の

推
進
を
。
今
後
の
河
川
維

持
管
理
、
改
修
計
画
は
。

村
長近

年
、
集
中
豪
雨
に
よ

り
、
甚
大
な
被
害
が
発
生

し
て
い
る
こ
と
や
、
施
設

の
老
朽
化
を
考
慮
す
る

と
、
水
害
防
止
対
策
は
重

要
だ
。
土
砂
の
撤
去
や
、

災
害
復
旧
事
業
に
よ
る
護

岸
の
整
備
を
し
て
い
る
。

河
川
工
事
に
は
多
額
の
費

用
が
必
要
な
た
め
、
今

後
、
国
の
社
会
資
本
整
備

総
合
交
付
金
を
活
用
し
、

防
災
事
業
と
し
て
検
討
し

て
い
く
。
ま
た
上
流
に

は
、
崩
壊
等
で
多
く
の
危

険
箇
所
が
あ
る
。
国
や
県

の
直
轄
砂
防
事
業
で
の
着

手
を
要
望
し
て
い
く
。

桐
原
　
純
男
議
員

Ｑ 村道、牧野道路復旧は

Ａ 関係課で対応し、来年
度から復旧を進める

Ｑ 河川の維持管理・
改修計画は

Ａ 社会資本整備総合
交付金等で検討する

＊浚
しゅん
渫
せつ
…港湾・河川・運河などの底面を浚

さら
って土砂などを取り去る土木工事のこと。

崩落し寸断された村道

改修が必要と思われる河川
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